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第40回 会長杯大会（羽曳野市市制施行60周年記念）
　8 月 26 日㈰～ 9
月 24 日㈷の間で、
石川第 4 グラウン
ドにて同大会が行
われました。結果
は次のとおりです。

【Ａクラス】優　勝　島泉ファイブボーイズ　準優勝　ホワイトベアーズ
　　　　 　 第三位　羽曳野イーグルス

【Jr クラス】優　勝　羽曳野イーグルス　準優勝　羽曳野ブラックイーグルス

第 31 回 国際平和ポスターコンテスト作品展
　テーマ「思いやりは大切なこと」

　10 月 5 日㈮～ 9 日㈫、
LIC はびきので羽曳野ライ
オンズクラブ主催の作品
展が行われました。応募総
数 574 点（市内小学校 5・
6 年生）の中から、各賞に
選ばれた 39 点が展示され
ました。視野を世界へと広

げ、人を思いやる大切さを表現した作品ばかりでした。

絵筆を手に日本列島北から南へ（市制施行 60 周年特別展）

　郡慶三さん（市内在住・102 歳）の絵画展が、陵南の森
公民館を皮切りに、市役所、LIC はびきのの３カ所で開催さ
れました。9 月 11 日㈫から約１カ月間、たくさんの方々が
絵画展にご来場くださいました。郡さんは「今回このよう

な会ができてとても感激です。
上手い下手ではなく、観てく
ださった皆様に何か感じてい
ただけたら嬉しいです。これ
からも絵を描いてまいりま
す。」と思いを話されました。

こども防災教室 ( 埴生南小学校 )
　9 月 11 日㈫、関西大学
の学生団体ＫＵＭＣによる
出前授業、こども防災教室
が埴生南小学校 4 年生を
対象に行われました。授業
では、地震のしくみや地震
がおきたら命を守ることを

最優先に行動することなどを教わりました。また、新聞紙を
用いた非常用スリッパ作り、ごみ袋を用いたカッパ作りなど
身近なものが災害時に役立つ便利グッズとなることなど、楽
しく防災のことを学ぶことができました。

イモ掘り体験！土の中からゴロゴロと ･･･　
　10 月の１カ月間で、400 人を超える児童と園児を招いたイ
モ掘り体験会が行われました。この会は、中川哲男さん（誉田）
が、子どもたちに土のぬくもりに触れてもらいたいと、約 10
年前から続けており、今年も約４トンを越えるサツマイモを
収穫することができました。（写真は古市小学校 10/18）

Habikino だんじり認知症サポーター誕生
　だんじりが盛んな地域性を活かし、みんなで認知症の人
を支えようという取り組みが始まりました。今年度は、古
市の南町と北町のだんじり関係者が認知症サポーターにな
るための養成講座を 9 月に受講。10 月 6 日㈯、7 日㈰の
古市で行われたお祭りでは、認知症サポーターの証である
オレンジ色のリングを手首につけながら、だんじりを曳行
しました。
※来年度も Habikino だんじり認知症サポーターを募集予定
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卓球新リーグ開幕2018.10.24　『T.LEAGUE』
　10 月 15 日㈪、日本生
命レッドエルフの村上恭
和総監督、岸田聡子監督
らが、10月24日のTリー
グの開幕を前に、市長室
を訪ねてくださいました。
はびきのコロセアムも T
リーグの試合会場になっ
ており、国内最高峰の選手の試合を、間近で見ることができ
ます。詳しくは T.LEAGUE ウェブサイトでご確認ください。

Ａクラス

Jr クラス
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「こんにちはあかちゃん」に掲載をご希望の方は、①住所 ②赤ちゃんの氏名（ふりがな）③生年月日 ④コメント ⑤撮影者のお名前と続柄 ⑥電話番号
を明記し、⑦画像を添付の上、kouhou@city.habikino.lg.jp までメールをお送りください。メール以外の申込については、お問い合わせください。
＜問合せ＞ 秘書課 広報担当 ☎ 072-958-1111（内線 3333・3340）　
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< 古市 >< 誉田 >
母親の佳代さん

撮影撮影
祖父の義博さん 大
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子ちゃん大木 寿
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ちゃん 平成29 年7月 25日 生まれ
平成28 年6 月 11 日 生まれ

いつも元気で仲良しの兄妹です。

< 高鷲 >
母親の文惠さん

撮影
中
なかやま

山 晴
はる

仁
と

ちゃん
平成29 年4月 17日 生まれ

生まれてきてくれてありがとう。
いつも元気いっぱい！成長が楽しみだよ。

生まれてきてくれてありがとう！
明るく元気に育ってね！

お兄ちゃんの龍奨ちゃんと一緒に

　10 月 14 日㈰、近鉄駒ヶ谷駅西側のコロコロふれあいパークで、日本遺産
竹内街道や地元ワインなどの魅力をもっと知ってもらおうとイベントを開催。
同日は、阿部野橋駅～飛鳥駅を往復する一日限りのワイン列車も運行。列車
には約 200 人が乗車し、羽曳野にある醸造所（３社）のプレミアムワインを、
移り変わる車窓を眺めながら楽しみました。さらに会場では、人気飲食店も
出店するワインフェス、60 周年記念ワインのセット販売などが行われ、集まっ
た 3,500 人が秋の夜長に酔いしれました。他には梅酒や日本酒の飲みくらべ、
ダンスパフォーマンス、夜空の映画祭などで盛り上がりました。

←羽曳野市市制施行 60 周
年を記念して醸造されたス
ペシャルプレミアムワイン
セット。左からオリジナル
ブレンド〈赤〉、デラウェ
アスパークリングワイン、
デラウェア〈白〉。ペアオ
リジナルグラス付き。
※ふるさと納税 返礼品

　日本ソムリエ協会名誉会長の
岡 昌治さんが羽曳野のワインの
おいしさや食事とのあわせ方な
どを会場でお話くださいました。




